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１ はじめに

トウモロコシの不耕起栽培、およびその裏作期間中に被

覆作物を導入して地力の向上、土壌浸食防止などを図る技

術は、北アメリカでは経済的有利性が高く評価され、すでに

広く普及しており、今後国内においてもコントラクター等によ

る大規模飼料生産向けの技術として有望である。北アメリカ

では、トウモロコシ播種時の既存雑草や被覆作物の制御を

除草剤で行うのが一般的であり、国内においてもこれに準じ

た体系の導入が現実的な選択である。しかし、北米で使わ

れている除草剤の多くは、国内の登録が無く、除草剤の利用

体系については国内向けに再検討する必要がある。そこで、

被覆作物としてヘアリーベッチを導入した不耕起栽培につい

て、国内の登録除草剤を用いて制御する技術を検討した。

２ 試験方法

１区面積は８㎡（２ｍ×４ｍ）とし、６反復の分割試験区法

に従い、主区にトウモロコシの播種期を、副区に被覆作物導

入の有無を、副々区に除草剤処理の方法を配置した。

トウモロコシの播種期は 2006 年５月 10 日、５月 30 日およ

び 6 月 10 日の３区、被覆作物の有無はヘアリーベッチ「ま

め助」導入の有無による２区、除草剤処理はラウンドア

ップとエコトップを組み合わせた３処理に無施用を加え

た４区とした（表１、表２）。

表１．試験区の構成．

主区：播種期３区（5 月 10 日、5 月 30 日、6 月 10 日)
×

副区：被覆作物導入の有無２区
×

副副区：除草剤処理の方法４区（表２）

表２.除草剤処理の方法．

処理区 No. 処理の方法
１(標準区) 播種２日前にﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ 375ml/10a、

播種時にｴｺﾄｯﾌﾟ 500ml/10a
２ 播種２日目にﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ 375ml/10a
３ 播種時にﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ 375ml/10a と

ｴｺﾄｯﾌﾟ 500ml/10a を混合施用
４ 無施用＋播種時の刈り払い

被覆作物導入区は、ヘアリーベッチ「まめ助」5kg/10a
を 2006 年４月５日に不耕起で散播し、ロータリーで浅

く撹拌したのち鎮圧した。被覆作物なしの試験区は放任

した。トウモロコシの品種はディアＨＴ（RM88）を供

試し、播種は Jhon Shearer 社製不耕起播種 NM9500/2 を

用いて設定播種量 9000 粒/10a で、１区当たり２条（畦

間 75cm）×４ｍ畦長づつ播種した。施肥は、Ｎ、P2O5、K2O

各 20、39、19kg/10a を全量基肥としてトウモロコシの

播種直後に全面に表面施用施用した。

５月 10 日播種区は７月３日に、５月 30 日播種区は７

月 13 日に、６月 10 日播種区は 7 月 18 日に、試験区の

中央部２畦×２ｍのトウモロコシとその２畦に挟まれる

畦間の植物を地際で刈り取り、トウモロコシ、雑草およ

びヘアリーベッチの乾物現存量を調査した。

３ 試験結果

１）雑草の乾物現存量（図１）： 被覆作物なしの場合

の雑草防除効果は、ラウンドアップ、エコトップ分離施

用区（処理１：標準区）と混合施用区（処理 3）に大差

はなく、いずれの播種期においても両区の雑草の乾物現

存量は無施用区（処理４）より著しく少なかった。ラウ

ンドアップ単用区（処理２）でも雑草はある程度抑制さ

れたが、エコトップを併用した上記２区（処理１、２）

よりも雑草の乾物現存量は多かった。被覆作物を導入し

た場合は除草剤処理の種類にかかわらず雑草の乾物現存

量は、被覆作物なしの場合より明らかに少なかった。

２）ヘアリーベッチの乾物現存量（図２）：ヘアリー

ベッチは、除草剤の施用により生育が停滞したものの、

５月 10 日播種区では全ての除草剤処理区（処理１～３）

で、５月 30 日播種区ではラウンドアップ単用区（処理

２）で、施用後１か月目頃から生育を再開し、調査時に

おけるこれらの区のヘアリーベッチの乾物現存量は、少

ない区でも無施用区（処理４）の 50 ％程度、多い区で

は無施用区（処理４）と同等以上となった。

３）トウモロコシの定着個体数（図３）：被覆作物な

しの場合は、５月 10 日播種区と５月 30 日播種区におい

て、無施用区（処理４）の定着個体数が雑草による被陰

のため顕著に低下した。被覆作物を導入した場合も、同

じく５月 10 日播種区と５月 30 日播種区で、無施用区（処

理４）の定着個体数が著しく少なくなったが、これは雑

草ではなくヘアリーベッチによる被陰によりもたらされ

たものであった。

４）トウモロコシの乾物現存量（図４）： 被覆作物な

しの場合の乾物現存量は、全播種期においてラウンドア

ップ、エコトップ分離施用区（処理１：標準）と混合施

用区（処理 3）に大差はなく、両区とも無施用区（処理

４）より顕著に多かった。ラウンドアップ単用区（処理

２）は、５月 30 日播種区と６月 10 日播種区ではエコト

ップ併用区（処理１、３）と同等の乾物現存量が得られ



たが、５月 10 日播種区では、併用区（処理１、３）よ

り少ない乾物現存量しか得られなかった。

被覆作物を導入した場合は、５月 30 日播種区と６月

10 日播種区では除草剤処理の違いによる乾物現存量へ

の影響はみられず、処理１～３の乾物現存量はいずれも、

被覆作物を導入せずに雑草が効果的に防除できた被覆作

物なしの処理１、２と同程度であった。しかし５月 10
日播種区では、ラウンドアップ単用区（処理２）やラウ

ンドアップ、エコトップ混用区（処理３）の乾物現存量

が低くなり、被覆作物なしの処理１、２と同程度の乾物

現存量が得られたのは、ラウンドアップ、エコトップ分

離施用区（処理１）だけであった。

4 考察

不耕起栽培では、播種前に非選択性茎葉処理除草剤

を施用し、播種直後に選択性の土壌処理剤を施用するの

が一般的であるが、被覆作物なしの場合の雑草の乾物現

存量（図１）、およびトウモロコシの定着個体数と乾物

現存量（図３、４）における処理１（標準区）と処理３

との比較から、ラウンドアップ（非選択性）とエコトッ

プ（選択性）の組合せに関しては、播種時に混合施用し

ても分離施用と遜色のない雑草防除効果が得られること

が示された。したがって一般的な不耕起栽培では省力性

にすぐれる混合施用を推奨すべきと考える。

被覆作物としてヘアリーベッチを導入すれば、強い雑

草抑制効果が得られることが雑草の乾物現存量（図１）

の結果から示された。しかしながら、ヘアリーベッチを

刈り払うのみではトウモロコシも強く抑圧されてしまう

ため、その制御には除草剤が不可欠なこと、および除草

剤を施用すればトウモロコシの生育に悪影響を及ぼすこ

となく、ヘアリーベッチのみを畦間に多量に生存させう

ることが、被覆作物を導入した場合の処理１～３におけ

る雑草とヘアリーベッチの乾物現存量（図１､２）、およ

びトウモロコシの定着個体数と乾物現存量（図３、４）

の結果から示された。このことから、既存の除草体系で

防除できない永年生雑草をヘアリーベッチの被陰により

防除できる可能性が示されたと考える。ただし、播種期

によって除草剤の効果が異なったことから、適正な施用

法についてはさらに検討する必要があると考える。

５ まとめ

一般の不耕起栽培ではラウンドアップとエコトップ

を播種直後に混合施用することで、１年生雑草は効果的

に抑制できることが明らかになった。被覆作物としてヘ

アリーベッチを導入した場合は、除草剤を施用すればト

ウモロシの生育に悪影響を及ぼすことなく、トウモロコ

シの生育中期まで畦間に密な被覆を維持させうるが、

被覆作物を導入した場合の除草剤の適正な施用体系につ

いてはさらに検討する必要があること考える。

図１．生育中期における雑草の乾物現存量．

異なる文字を付した処理区間には５％水準で有意差

あり．処理 1 ～ 4：表２参照．図２～４も同じ．

図２．生育中期におけるヘアリーベッチの乾物現存量．

図３．生育中期におけるトウモロコシの定着個体数．

図４．生育中期におけるトウモロコシの乾物現存量．
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